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世界の柑橘類の生産・出荷の動向 

ソフト柑橘類は欧州の不作でトルコ

に有利か ＥＵＲＯＦＲＵＩＴ（２０２３年

１１月１６日）（一部省略） 

２０２３/２４年度の柑橘類シーズン

の前半には、多くの生産国で特にク

レメンタインなどの早生品種の収穫

量が少なく、また中玉から小玉が多

いため、ヨーロッパと北米の市場で

はソフト柑橘類の供給が不足する。 

この傾向に逆らう唯一の国がトルコ

で、柑橘類の栽培面積の継続的な

拡大により、２０２３/２４年度にはソフ

ト柑橘類の輸出が２桁パーセントで

増加すると予想されている。この予

測は、世界柑橘類機関がフルーツ

ネット・メディア・インターナショナル

社及び開発のための農業研究国際

協力センター（ＣＩＲＡＤ）と共同で１１

月１５日にオンラインで開催した世界

柑橘類見通しフォーラムで発表され

た。 

トルコ統計庁によると、トルコは  

２０１７年から２０２２年の間に３万８千

ヘクタールに柑橘類を新植し、その

うち約１万７千ヘクタールがソフト柑

橘類であった。トルコの柑橘類振興

グループ「アキブ」のセヴェル・ギュ

ゼルマンズール氏は同フォーラム

で、トルコのソフト柑橘類輸出は今シ

ーズン１１％増加すると予想されると

語った。同氏は、「主な理由が２つあ

り、第一に面積が増えたこと、第二

に昨年はトルコだけでなく地中海地

域全体で天候が生産に大きな影響

を与えたことである。今年はずっと天

候に恵まれている」と述べた。 

ヨーロッパの他の柑橘類生産国で

は同じことは言えない。スペインで

は、今シーズンのソフト柑橘類生産

量は１８５万３千トンで、２０２１/２２年

度の２３１万７千トンを大きく下回って

いる。バレンシア県とカステリョン県

（ともにバレンシア州）ではクレメンタ

インと早生のマンダリンの収穫量が

大幅に減少する一方、晩生のマン

ダリンの収穫量は昨シーズンと同程

度だと予想されている。柑橘類コン

サルタントのパコ・ボラス氏によると、

これほど生産量が少なかったのは 

２００９/１０年度シーズン以来であ

る。 

一方、モロッコは２年連続の干ば

つに見舞われており、柑橘類の栽

培面積はさらに減少している。レ・ド

メーヌ・アグリコル社のムスタファ・ゼ

ムザニ氏は、地表水と地下水の不足

が今シーズンの柑橘類の品質とサイ

ズの問題を引き起こしていると述べ

た。 

同氏は、「全体として、昨シーズン

の４７万２千トンに対し、今シーズン

は約５３万５千トンの柑橘類を輸出で

きると予想している。今シーズンは果

実の内部の成熟は早かったが、外

果皮の品質が内部の成熟度に合わ

なかったため、クレメンタインの輸出

を少し遅らせた。一般的には、ナド

ルコット種がクレメンタインの不足分

を補ってくれると考えている」と述べ

た。 

その他の地域として、イスラエルの

柑橘類出荷シーズンは、ハマスとの

軍事衝突により、不確実になってい

る。イスラエル農産物生産販売協議

会のロニ・ナカール氏は、「例年この

時期は柑橘類の出荷シーズンの始

まりに当たるが、今はすべての活動

が中断されている。軍事的脅威が続

いているため労働者が果樹園に近

づくことができず、果樹園の手入
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れ、収穫、梱包が実施できない。今のところ戦争が出

荷シーズンに及ぼす影響を評価することは不可能であ

るが、柑橘類産業にかなりのダメージを与えることはす

でに明らかである。シーズンのこの段階では、戦争の影

響を見積もることはできない。戦争の厳しい現実によ

り、我々の計画を最適に実行することはできない」と説

明する。 

マウラ・マクスウェル 

北半球の２０２３-２４年度産柑橘類は生産量回復の予

測          ＦｒｅｓｈＰｌａｚａ（２０２３年１１月１７日） 

世界柑橘類機関（WCO）は、２０２３-２４年度シーズン

の北半球柑橘類予測を発表した。この予測は、ＷＣＯ

が１１月１５日に開催した世界柑橘類見通し会議の後

で発表され、エジプト、ギリシャ、イスラエル、イタリア、

モロッコ、スペイン、チュニジア、トルコ及び米国のデー

タに基づいている。柑橘類の予測生産量は２,８９７万 

６,００１トンとされており、これは不作であった前のシー

ズンと比較して１２.２％多く、過去４シーズンの平均より

も１.４８％多い。 

柑橘類の総輸出量は同様の傾向で、昨シーズンに

比べて１１.４％増、過去４シーズンの平均に比べて  

４.５％増の９４８万３,７７０トンと予測されている。 

フィリップ・ビナールＷＣＯ事務局長の話 「市場の予

想は、昨シーズンの低水準からの回復を示している。

増加は主にトルコとエジプトの増加に影響されており、

他の国々は横ばいまたは微増である。」 

エリック・アンベール氏（ＣＩＲＡＤ: 開発のための農業

研究国際協力センター（フランス））の話 「今年の予測

では、生産国や柑橘類の品目によって様々な状況が

見られるが回復が見込まれている。しかし、遅霜、干ば

つ、熱波等の天候上の問題や新たな病虫害が、果実

の品質、色付き、収穫時期に影響を与えた。市場は依

然として地政学的な不安定さの影響を受けており、一

方、消費者の需要は購買力の制約とインフレにより圧

迫されている。」 

スペインの柑橘類生産量は２％増の５９０万トンであ

り、ソフト柑橘類は前年度から横ばいで、オレンジは減

少し（-６％）、レモンは増加する。イタリアは６％増の  

２６０万トンで、オレンジが増加し（+２０％）、ソフト柑橘

類とレモンが減る（それぞれ-１０％）のに対し、ギリシャ

は７％減の１１０万トンと予測される。 

他の地中海沿岸諸国では、トルコがすべての品目で

力強く成長し、初回の生産予測で６５０万トン（+４５％）

と現在市場をリードしており、７００万トンを超える可能性

もある。これは、栽培面積の拡大、生産性の向上、隔年

結果、及び好ましい気象条件による。エジプトは５４０万

トンで、前年比で１０％、過去４年間の平均に対して  

１５％の増加となる。主要品目のオレンジは３７０万トン

（+５％）、ソフト柑橘類は２桁成長でほぼ１３０万トンに達

すると予想される。モロッコの生産量は一部回復し、ソ

フト柑橘類は１００万トン（+１１％）、オレンジは９３万トン

で、柑橘類合計は２００万トン強と予想される。イスラエ

ルの生産量は３６万５千トンと推定されるが、最近の紛

争と同国への攻撃は、収穫と梱包に要する労働力及び

供給、物流に関する複数の課題の原因となっている。 

米国の生産量は１％増の４５０万トンで、オレンジは

増える（２４０万トン、+１０％）が、ソフトな柑橘類は減少

し（８５万６千トン、-２％）、レモンはさらに少なくなる 

（８８万９千トン、-１２％）ものと見込まれる。 

南部アフリカ諸国 柑橘類の輸出増加は予測を下回

る          ＦｒｅｓｈＰｌａｚａ（２０２３年１１月２３日） 

南部アフリカ諸国の柑橘類生産者＊は、２０２３年の

輸出シーズンに１億６,５１０万箱（１５ｋｇ/箱）を梱包し、

世界市場に出荷した。これは前年の数字から約８０万

箱の増加となるが、シーズン開始時の予測よりも５０万

箱少ない。しかし、さらに重要なことは、栽培面積に基

づき、今後４年間でこの業界の出荷量が２億箱に達

し、２０３２年までに２億６千万箱を出荷する可能性があ

るとする予想成長曲線を大幅に下回っていることであ

る。このことは、生産者らが果実を主要市場に出荷す

る際に、引き続き多くの課題に直面していることを浮き

彫りにしている。（＊南部アフリカ柑橘類生産者協会に所属

する南アフリカ、エスワティニ及びジンバブエの生産者） 

品目ごとには以下のとおり：  

• 今年輸出用に梱包されたグレープフルーツは、  

２０２２年よりも１９０万箱少なかった。それにもかかわ

らず、シーズン当初の推定よりも４０万箱多かった。 

２０２３年の総梱包数は１,４８０万箱で、２年前の２０２１

年の２,０３０万箱を大幅に下回り、減少傾向が続いて

いる。 

• マンダリンの輸出量は引き続き大幅に増加した。今

年の出荷シーズンには３,７９０万箱が梱包され、前年

比で６１０万箱増加し、シーズン開始時の予測を３８０

万箱上回った。この成長は、果樹園の栽培面積の増

加と、欧州連合（ＥＵ）と英国での旺盛な需要によると

ころが大きい。 

• レモンも増加を示した。今年の出荷シーズンには 

９０万箱多く梱包され、合計３,５６０万箱に達した。し

かし、これはシーズン前の予想よりも１３０万箱少なか

った。 

• オレンジは全体として減少した。今年は２,４７０万箱

のネーブル種が梱包され、昨年より３１０万個少なく、

予想をわずかに下回った。バレンシア種も１７０万箱

減少し、合計５,２１０万箱が梱包された。この合計は、

当初の推定値よりも２４０万箱少ない。 

生産者らは引き続き、柑橘類の輸出可能量と利益に

マイナスの影響を与える多くの課題に直面した。これ

は、強度の計画停電等であり、柑橘類の灌漑、施肥、

梱包及び低温処理に影響を与えた。低温処理は、多

くの輸出品種にとって不可欠な植物検疫の要件であ

る。 

２０２３年シーズン中も農業投入コストの全般的な高

騰が続き、生産者に圧力をかけた。６月に西ケープ州

で発生した壊滅的な洪水も、同州の果樹園に影響を

与えた。この洪水により、シトラスダルバレー地域の柑

橘類農園に少なくとも５億ランド（約４０億円）の被害が

出た。 

米国 フロリダ州の２０２３-２４年度産柑橘類は増加
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ワシントン州立大学は、９月に精密自動化農業シス

テムセンター(ＣＰＡＡＳ､Ｃｅｎｔｅｒ ｆｏｒ Ｐｒｅｃｉｓｉｏｎ ａｎｄ  

Ａｕｔｏｍａｔｅｄ Ａｇｒｉｃｕｌｔｕｒａｌ Ｓｙｓｔｅｍｓ)の所長交代を

発表した。２０１０年以来所長職にあったキン・ジャン教

授が退職し、生物システム工学部のマノホ・カーキー

教授が新所長に就任する。 

ワシントン州立大学は、１９９９年に州農業の技術革

新を進めるために、ＣＰＡＡＳを設立した。ＣＰＡAＳは 

２０２３年時点で、３つの主要研究室、７つの連携学

部、２人の客員研究員、３人のポスドク研究員、１７人

の大学院生、６人の学部研修生からなる。３つの主要

研究室のリーダーは、退職するジャン教授、精密農業

グループを率いかつＡｇＷｅａｔｈｅｒＮｅｔ＊の所長である

ラブ・コット教授及び、自動化・ロボット研究グループの

カーキー教授である。 

＊ワシントン州立大学が運営する農業気象ネットワーク。この

ネットワークは、農業生産者や研究者に対して、リアルタイムの

気象データや農業関連の情報を提供している。 

カーキー教授は、「私は、１０年間にわたって機械視

覚システムを利用した自動化システムの開発を進めて

きた。会社を設立する時間も資金もない一研究者であ

るが、我々は１０年間ロボット収穫と着果量推定のため

の画像システムの開発を進めてきた。この５年間、多く

の企業が、同じようにロボット収穫、着果量推定、画像

利用技術の開発を進めてきた。その当時、我々には、

それら技術は生産者が必要とするものであり、実現に

向けた確かな道筋があることがわかっていた」と述べ

た。 

カーキー教授がワシントン州立大学に加わった頃

は、果樹・ナッツ類のロボット利用分野は受け入れられ

やすく、産業界は樹園地のロボット化に関するどんな研

究計画でも積極的に支援しようとした。今日、多くの民

果実収獲ロボットの研究方向—ワシントン州立大学 
Good Fruit Grower（2023 年 12 月） 

の予測      Ｔｈｅ Ｐａｃｋｅｒ（２０２３年１１月２７日） 

米国農務省の１１月の作物生産レポートによると、フ

ロリダ州の柑橘類の生産量が今年は増加する。 

２０２３-２４年度のフロリダ州の全オレンジの予測出荷

量は、昨シーズンの最終出荷量から３０％増の２,０５０

万箱と推定される。報告書によると、この合計は７５０万

箱の非バレンシア種（早生、中生、ネーブル種）と  

１,３００万箱のバレンシア種から成っている。ネーブル

種は３０万箱で、非バレンシア種の４％を占める。 

グレープフルーツ全体の予測出荷量は、昨シーズン

の１８１万箱から５％増の１９０万箱で前回予測から持ち

越された。報告書によると、その内訳は赤肉種が１６５

万箱、白肉種が２５万箱となっている。タンジェリンとタ

ンジェロの予測出荷量は５０万箱で、昨シーズンの４８

万箱より４％多い。 

収穫シーズンは、主に生鮮市場向けのネーブルオレ

ンジとハムリンオレンジ、赤肉種のグレープフルーツ、

フォールグロ品種とアーリープライド品種のタンジェリン

から始まった。 

トム・カースト 

オレンジ不足で世界の果汁供給が減少する可能性 

ＦｒｅｓｈＰｌａｚａ（２０２３年１１月２８日） 

世界のオレンジ果汁供給量は、ブラジルと米国で減

少している。主要消費国（米国、ＥＵ）の消費も減少し

ているが、需要に比べて供給の減少の方が著しく、世

界的な供給が懸念される。 

サンパウロ州（ブラジル）とフロリダ州（米国）の両方

で、１９９５/９６年度のピーク以降、生産量が減少し始

めた。サンパウロ州とミナスジェライス州の三角地帯で

は、出荷量の減少は面積の減少よりも穏やかであっ

た。一方、フロリダ州では、カンキツグリーニング病と年

によってはハリケーンや霜などの天候問題により、生産

量が大幅に減少した。 

２０２３/２４年度の収穫量については柑橘類保護基金

（Ｆｕｎｄｅｃｉｔｒｕｓ）が９月に、サンパウロ州と三角地帯を

合わせた柑橘類ベルト地帯で、前シーズンと比較して

１.５％減の３億９３４万箱（４０.８キロ/箱）のオレンジが

収穫される見込みであると発表した。これは２０２２/２３

年度に確認された収穫量と非常に近いが、関係者らは

カンキツグリーニング病の発生率が高いことを懸念して

おり（同基金は、この地域の柑橘類の果樹の３８.０６％

に病気の症状が出ているとしている）、大きな影響の  

１つは落果率の高さである。 

さらに、柑橘類ベルト地帯全体の推定収穫量は過去

１０年の平均程度であるが、サンパウロ州の果汁業界か

らの原料ニーズは非常に高い。オレンジ果汁の在庫が

減っており、在庫を増やすには原材料が十分でないか

も知れない。その結果、ブラジルの出荷が堅調である

にもかかわらず、２０２３/２４年度末（２０２４年６月）には

オレンジ果汁の在庫量がさらに減少する可能性がある

ため、世界的な供給シナリオが懸念されている。 

フロリダ州では、オレンジの出荷量はもう１年少ないか

も知れない。米国農務省は１１月に、２０２３/２４年度の

収穫量が、早生及び中生品種が７５０万箱、バレンシア

種が１,３００万箱の合計２,０５０万箱（４０.８ｋｇ/箱）にと

どまると予測した。この数字は低いが、２つのハリケーン

の影響を受けた前回の収穫量よりは３０％多い。 

ハリケーンのほか、フロリダ州ではほぼ１００％の果樹

でカンキツグリーニング病が観察されており、生産性が

大幅に低下し、生産コストが上昇し、生産活動の魅力

が低下している。２０２３/２４年度の果樹当たりの生産性

は、サンパウロ州と三角地帯の平均が１ヘクタール当た

り１.８３箱であると基金によって予測されているのに対

し、フロリダ州では１ヘクタール当たり０.４９箱（４０.８ｋｇ/

箱）と推定されている。 
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間企業が参入する状況となっていることから、カーキー

教授は、ＣＰＡＡＳの役割を、そうした企業や生産者との

連携を深め、商用化に向けて費用効率の高い技術の

導入を加速化していくよう発展させていく必要があると

考えている。 

そのため、カーキー教授は、今後数か月、果樹、ブド

ウ等の生産者と会って、彼らの研究・技術に対するニ

ーズを把握し、ＣＰＡＡＳがどのように貢献できるか学ん

でいく計画である。そうした会談を順調に進めるため

に、農業革新における州立大学やＣＰＡＡＳの今後の

役割についてのカーキー教授の考えを本誌にも提供し

ていただいた。 

以下は簡潔に要約編集したものである。 

本誌：ＣＰＡＡＳは、急速に成長をしている先進農業技

術企業とどのように連携しているか。 

カーキー教授：民間企業の活動とＣＰＡＡＳの活動の間

でよい相乗効果を見出すことがますます重要になって

いる。我々は、民間とまったく同じことをするつもりはな

い。両者が連携し、ＣＰＡAＳの活動が民間の活動を補

完したり、またはその逆もあるような、明確な分野を見出

せば進歩はもっと速まる。 

例えば、私は何年にもわたってロボット収穫について

取り組んできた。その後、研究はロボットによるせん定

や摘果、授粉のような応用分野に移った。一方、企業

は、その間、商用生産可能な収穫機械を開発しようとし

ていた。 

我々が取り組んだ技術を生産者が利用できるように

するために、３つの方向がある。最初に、州立大学のセ

ンターや学部メンバーが、商業生産可能な技術やツー

ルを直接作り出すものである。この方向は、ハードウェ

アを必要としない、つまり機械装置の開発・維持管理の

いらない技術を商用化する際に成功しやすい。 

これとは別に、ロボット収穫機メーカーであるＦＦ  

Ｒｏｂｏｔｉｃｓ社との連携のように、我々が民間企業と連携

して一緒に技術を開発し、うまくいけば民間企業がその

技術の商用化に成功するという方向である。加えて、民

間企業は彼らの収穫技術の中に、せん定、摘果のよう

な新たな機能を統合するというように連携研究から恩恵

を受けられるだろう。 

第３に、直接連携してない企業が、どんな技術がうま

くいき、どんな手法をとるべきか自身で判断する際に、

我々が研究開発した知見について発表した論文・研究

報告を利用して、各種技術の可能性を評価できる。

我々は、民間企業が前に進めるように新たな知見を生

み出し続けている。 

さらに、教育的な観点もある。我々がどんな技術に取

り組んでいても、学生たちは画像システムや計算ツー

ルについての経験を得られる。さらに重要なのは、エン

ドユーザーである生産者と一緒に仕事をした経験であ

る。このことが、技術系企業の課題解決を進める際に

役立つ人材の育成につながっている。 

本誌：先進農業研究の普及や投資とともに、商用化の

最終段階では費用効率として生産者の要望を満たす

ことが課題となる。この点についてＣＰＡＡＳの役割はあ

るか。 

カーキー教授：ＣＰＡＡＳの役割は、急速に変化して

いく先進農業技術の状況に合わせて進化させていく

必要があるだろう。最後の商用化段階では、ご指摘の

ように、私ができることは少ない。しかし、ＣＰＡＡＳは

研究機関として、民間企業、生産者、大学研究者が

オープンに真摯に議論し課題を特定するための連携

ハブとしての役割を果たすことができる。 

我々は閉じこもるのではく、従来にも増して生産者

や技術系企業と関りを持つことが重要である。我々は

様々な分野の協力者を巻き込むような役割を果たし

ている。そうすることで、技術開発者や他の関係者が

この分野の課題解決に集中できるような活力ある共

同体を作り出している。 

本誌：今後、ＣＰＡＡＳにとって新たな好機はなにか。 

カーキー教授：果樹産業界は、各種のロボット利用技

術の採用を検討し始めている。また、複数企業が生

産者の関心のあるいろいろなツールを提供している。

そのため、果樹産業界では、わからないことも多く、よ

り多くの情報を必要としている。企業や生産者に偏り

のない情報を提供できる大学の研究センターとして、

私は企業や生産者が利用できる独立した評価センタ

ーの設立を考えている。それにより、彼らがどんな技

術がうまくいくか見出し意思決定するのに役立てるこ

とができる。これが、現在、ＣＰＡＡＳが調査計画中の

ものである。 

また、私は、スタートアップフェストと名付けた新たな

イベントの開催を構想している。できれば来年の早い

時期に開催し、果樹・ナッツ類向け自動化の課題解

決を提供する少なくとも１０社程度のスタートアップと

先進農業技術企業に加えて研究者、生産者が参加

し、活動状況や将来どのようにすればより密接に連携

できるかをじっくり議論することになるだろう。我々は、

何がうまくいき、何がうまくいかないか、今後の重点的

な取組はどうあるべきか注視していく必要がある。 

本誌：ＣＰＡＡＳの将来の役割について産業界の関係

者からどんなことを聞きたいか。 

カーキー教授：私は、農業界と常に関わりあって、彼

らが現在どの段階にあり、将来どこに進むかについて

ぜひ知りたいということを強調したい。ＣＰＡＡＳがどの

ようにすれば我々の関係する果樹、ブドウ、野菜産業

の成功に向けてより大きな幅広いインパクトを与えるこ

とができるか、産業界の関係団体を訪問し学びたいこ

とがたくさんある。 

関係産業界にとって短期的及び長期的にＣＰＡＡＳ

の成功とはどのようなものか知ることに本当に興味が

ある。数多くの学生と補助金が大学に来ること、我々

が生み出す論文等研究報告が州立大学内部での成

功の基準である。そのようにして私の仕事を大学に報

告する。しかし、産業界は違った視点、違ったニーズ

と期待でＣＰＡＡＳを見ている。州内の農業界と協力し

て、そうしたニーズと期待について明確にしていくの

がよいだろう。 
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フランス：国内におけるユズ（柚子）フィーバー 
フランス現地情報調査員  ジャンルイ・ラリュ 

 現地報告 

ここ１０年ぐらい前から、フランスではＹＵＺＵの名前を

聞く機会が多い。有名シェフが料理に使って、ユズの名

が知られるようになった。フランスでは、アラン・デュカス

氏、ピエール・ガニェール氏、ジョエル・ロブション氏など

多くの著名シェフが日本に進出した際に、ユズの魅力を

発見したり、またシェフを目指す日本の若者が多数フラ

ンスに渡り、ユズの魅力を紹介したようだ。しかし、このユ

ズブームは恐らくフランスだけのことではなく世界的な現

象なのだろう。ＹＵＺＵという言葉は短くて、外国人にも発

音がしやすく、覚えやすいので、知名度が素早く広がる

のに一役買ったような気がする。フランスのラルース仏語

辞典＊には２０１６年から加わった。 

＊フランスの百科事典編纂者として有名なピエール・ラルース氏

（１８１７-１８７５）が編纂した辞典・辞書 

フランスのレストランでは、ユズは肉や魚料理のあえ物

やソースなどに使われることが多いが、その他、ユズを使

ったセヴィーチェ（魚介マリネ）、トゥル・ノルマン（食間

酒）、カクテルなども人気がある。デザートではユズのシ

ャーベットやアイスクリーム。パティスリーとしても人気が

ある。地方ではどうか分からないが、パリやその他の大都

市ではちょっと気の利いたパン屋なら大抵、ユズタルトを

置いている。抹茶入りケーキよりも人気がある。 

欧州では主にスペインやポルトガルで栽培されてい

る。２０１８年のフィガロ紙にはフランスのユズの生産地は

秘密になっていると書かれていたが、フランス各地で、栽

培され始めている。地中海沿岸のニースやペルピニアン

で主に栽培されているようだが、もっと北のロワール川の

河口のヴァンデ地方や、ノルマンディー地方などでも生

産されている。 

ノルマンディーでユズを栽培している夫婦は、以前は

法曹界で活躍していた人たちで、ストレスや座っている

時間の長さなどから夫が体調を崩し、自然を求めてノル

マンディーでサフランの有機栽培を始めた。農家出身の

夫人は、両親の苦労を見ていたので、若い時は絶対に

農業はしないと思っていたという。サフラン栽培は順調に

いき、パリの農業祭で賞を受けるほどになった。しかし、

それだけでは十分な収入が得られず、一種類の作物の

栽培より２種類の方が生活が安定すると考えてユズ

の栽培を始めた。 

２０１０年に２０本のユズの苗木を業者を通して日本

から輸入し、手探りで農薬を使わずに栽培を始め

た。ユズは皮の利用が重要なので、有機が絶対に良

いと考えた。ノルマンディーは日本の気候とかなり違

うので心配したが、霜や雪への耐性が強く、ノルマン

ディーでの栽培は正解であったと語っている。ただ

し、夏の間は散水が必要とのこと。気温が急速に低

下しそうな時は、木の観察をまめにするそうだ。現在

は１本の木から１００～１５０の果実が収穫される。この

夫婦の出荷する生の果実はすべて超一流レストラン

に買われる。価格は一個５ユーロ（約８００円）程度

で、果実が実る前に売り切れるとのこと。そのほか、

ユズを使った果汁、ジャム、砂糖漬け、ヌガーを作っ

て農場で直売している。まだ実験段階ではあるが、

現在、ユズの種の焙煎を試みているということであ

る。 

フランスのインターネットサイトで、１ｋｇ当たり５９ユ

ーロ（約９５００円）で売られている広告を目にした。し

かし、八百屋やスーパーの果実売り場の棚に生鮮の

ユズをみかけたことはないので、恐らくはほとんどが

有名レストランなどに売られているのだろう。生鮮の

ユズの果実を手に入れるのは難しいが、最近、都会

の園芸店でユズの苗を売っている。１９４０年ごろに

は、イタリアで接木の台木として使われたユズの木

が、今はカラタチなどの台木に接木してユズの苗とし

て売られている。 

最近、フランスの果実関連業者向けのインターネッ

トサイトで、「ＨＹＵＧＡＮＡＴＳＵもＹＵＺＵのようなブ

ームを起こすだろうか」という記事があった。筆者はヒ

ュウガナツを食べたことがないので、果実そのものに

ついては何とも言えないが、フランス人には名前が

少し長いような気がする。もっとも、物好きな人には発

音のしにくさが魅力になるかもしれない。その他、最

近は有名シェフなどからスダチも注目されている。 

タイ：バナナの生産・輸出の動向 
タイ現地情報調査員  宮谷内 泰志郎（Intech Value Co.,Ltd） 

バナナはタイ全土で年間を通して栽培可能な植物で、

その特性から生産者は育てやすく、管理もしやすいため

農業において重要な作物であり、農民にとって手頃な選

択肢となっている。また販路も国内市場向けだけでなく、

輸出市場向けにも栽培・販売できる。様々な品種が異な

る地域で育てられ、タイは世界的なバナナ供給国の一翼

を担っている。 

今回は、タイにおけるバナナの市場動向、課題、輸出、

栽培、経済への影響、そしてタイ・日本経済連携協定  

（ＪＴＥＰ）に焦点を当て、簡潔に紹介する。 

バナナの国内市場の動向 

ナムワーバナナ（Ｎａｍｗａ Ｂａｎａｎａ）は、タイで最も

広く栽培されている品種で、栽培しやすく、タイ国内

需要の主役を担っている。 

タイのバナナ市場は、安定しているが、バナナの収

穫量が増加すると、バナナの市場価格に影響が出

る。 
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高級品種であるカイバナナ（Kai Banana）は１ｋｇあたり

平均２０バーツであり、ホムバナナ（Hom Banana）は１ｋg

あたり平均１８バーツであるが、毎年の収穫量の変化に

よって価格が変動しており、２０２２年にはカイバナナの

価格が対前年比で増加して１ｋｇあたり２６バーツに達

し、前年の１８バーツと比較して４４％上昇した。２０１８年

から２０２２年までに年率７.７％の上昇となっている。 

バナナ市場の課題 

自然災害が世界のバナナ生産に与える影響は、世界

のバナナ市場の成長にとって大きな課題の一つであ

る。 

気候変動や天候条件の変化は、バナナの収量と品質

に直接影響を与える可能性がある。世界中で気温や降

水量が急激に変化し、深刻な干ばつや洪水が増加して

いる。地球温暖化により、極端な暑さが続く砂漠地帯や

モンスーン、洪水が頻発する沿岸地域、極寒が襲う寒

冷地域などが増加している。エルニーニョやラニーニャ

などに伴う気象変化は、中米、南米西部地域での洪水

などの過酷な気象条件を引き起こす可能性がある。こ

れらの自然災害がバナナの生産に影響を及ぼし、それ

が世界のバナナ市場の成長を制約する一因となってい

る。 

タイも例外ではなく急激な気象変動が、バナナの生産

に大きな影響を与えている。雨量の減少による干ばつ

がバナナの根に悪影響を与え、十分な水を供給でき

ず、その結果、品質基準に満たないバナナが収穫され

ている。また、一部の地域では洪水により栽培地が被災

し、収穫されたバナナが品質基準に達していないことが

価格の低下に繋がっている。 

タイのバナナの輸出状況 

タイでは、生鮮バナナ、乾燥バナナ及び様々なバナ

ナ加工製品が世界中に輸出されている。主要な輸出品

種はカイバナナとホムバナナであり、２０２３年（１月から７

月）には、生鮮バナナが主に中国、日本、マレーシア、

香港及びカンボジアに輸出された。 

ただし、中国へのバナナの輸出量は、２０２２年に続い

て２０２３年も減少しており、２０２３年（１月～６月）には前

年同期と比べて４５％の減少となった。（他方、タイは、 

２０２２年に中国への果物輸出において最大の輸出国

で、輸出量２１７万トン、総額４９億米ドルとなり、前年比

で３.７％増加した。） 

２０２２年の世界のバナナ生産国の上位３か国は、イン

ド（２千９１２万４千トン）、中国（１千３３２万４千トン）、イン

ドネシア（７００万７千トン）であり、タイは世界で２０番目

のバナナ生産国で、年間１０７万５千トンを生産してい

る。高級品種であるホムバナナとカイバナナの輸出量に

ついてみると、タイはアセアン諸国の中で２番目であり、

世界では１８番目である。 

タイのバナナ産業において、有機バナナの輸出は大

きな機会となっている。日本ではホムバナナが非常に人

気であり、特にホムゴールドバナナが好まれ、そのおい

しい味と香りから、タイ産ホムバナナへの需要が高まっ

ている。特に有機ホムバナナは、日本の市場で非常に

受け入れられており、タイの農民はより多くの有機バナ

ナを栽培し、日本の基準に合わせて輸出するようにな

っている。 

バナナの栽培状況  

バナナの栽培面積は４８万１千６百ライで、これはお

およそ 7 万７千ヘクタールに相当する(※1 ライはおおよ

そ０.１６ヘクタールに相当)。具体的な品種ごとの栽培

面積および生産量は以下の通りである。 

• ナムワーバナナ ： ５万 2 千 6 百ヘクタール、１８万

４千３百トン 

• カイバナナ ： １万１百ヘクタール、３万２千２百トン 

• ホムバナナ ： １万ヘクタール、生産量：３万１百ト

ン 

また、ホムゴールドバナナの主要な生産地域は、パト

ゥムターニー県（３千４百ヘクタール）、ペッチャブリー県

（２千３百ヘクタール）、スラーターニー県（１千７百ヘク

タール）である。 

タイ・日本経済連携協定（ＪＴＥＰＡ） 

バナナの生産と販売を支援するには、農業者と公立

機関の協力が不可欠であり、特にバナナの輸出に関

する公立機関との連携が重要で、これにより生産と輸

出が促進され、産業全体が成長する。 

２０２２年１１月２８日に、ナコンラチャシマ県のカンタリ

ーホテル・ラムタコン会議室にて、タイ国政府商務省国

際貿易振興局の副局長であるナッティヤ・スジンダ氏、

ナコンラチャシマ県知事サヤーム・シリモンコン氏、タイ

国政府商務省国際貿易振興局オフィスディレクターの

チャンタワット・パンチャムラート氏、そしてタイ国政府商

務省国際貿易振興局の事業推進部長ピンジャイ・マツ

モト氏が出席したイベントで、日本からのバイヤー代表

団とナコンラチャシマ県のホムバナナ生産農家の団体

との間でホムバナナの購買契約が行われた。ナコンラ

チャシマ県シンサワン郡サイクット村に拠点を置く生産

農家の団体では、この契約により、５千トン以上、１億バ

ーツ（４億２千万円相当）以上のホムバナナの販売が可

能になり、特にサイクット村のホムバナナ生産農家の団

体にとっては初めての輸出機会となった。 

タイは、タイ-日本経済連携協定（ＪＴＥＰＡ）に基づき、

既にタイからのバナナに対して８千トンまでの免税枠が

あるが、これまでの実績では免税枠の半分も利用され

ていなかった。 

今回の契約はホムバナナの新しい市場を開拓する素

晴らしい機会となり、１００日以内に１億バーツの売上を

達成することが期待されている。 

 
 写真 タイにおける有機バナナの栽培風景 
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１．ポーランド リンゴの生産量減少で新市場への参入

は先送り      ＦｒｅｓｈＰｌａｚａ（２０２３年１０月２７日） 

ポーランド産リンゴの出荷が少し遅れて本格化した。

ポーランドのリンゴ販売会社ジェネシス・フレッシュ社の

マネージャーであるヤン・ノバコスキー氏は、ゴールデン

デリシャスは昨年よりも緑がかっていると言う。最初のガ

ラは予定通りに収穫され、輸出市場向けの長距離輸送

に適した条件が整っている。レッドジョナプリンス、ジョナ

ゴールド、リゴルなどの他の品種は、今シーズンは色付

きが良くない。ゴールデンデリシャスは、好天に恵まれ

黄色に赤みがさした前年に比べて、緑がかっている。 

今シーズンはポーランドのリンゴの出荷量が少ないこ

とから、同社の既存の取引先への供給を優先し、新たな

機会を見つけ出すことは保留にしなければならないと同

氏は説明する（以下「 」は同氏の発言）。「全体として、

今シーズンは出荷量が約３０％減少するため、注意を払

いながら既存の市場や取引先にリンゴを供給していく。

来年は生産量が増えることを願うが、新しい機会の獲得

はそれまで延期せざるを得ないだろう。南米が、ポーラ

ンド産リンゴの新たな注目市場である。わずか数年で、

弊社のリンゴは中南米市場に浸透した。ポーランド産リ

ンゴはこの地域で順調に売れており、その結果、需要は

増加の一途をたどるだろう。」 

同氏は、今シーズンは輸出用のリンゴと加工用のリン

ゴの両方で値段が高くなっていると述べた。「今シーズ

ンのリンゴの価格は良い水準で始まった。すでに数週

間前から、すべての品種で価格が上昇している。加工

用リンゴも良いシーズンを迎えている。これらのリンゴの

価格水準は依然として上昇しているため、今シーズンは

軒並み高くなると予想される。」 

現在、需要は旺盛で、この第４四半期には輸出が増

加すると予想される。「今のところ、ガラの需要は良好で

ある。アジアと南米の市場は、シーズンの初めから非常

に好調に推移している。その理由は、ヨーロッパのほ

か、インドや中国など世界の他の地域でもリンゴが少な

いことである。２０２３年第４四半期にはリンゴの輸出が増

加する見込みだ。輸入需要が多いためにすでにコンテ

ナが不足している。全体として、ポーランド産リンゴの今

年のシーズンは、ヨーロッパ域内とアジアへの出荷が好

調になるだろう。」 

ニック・ピーターズ 

２．米国 カリフォルニア州産ブドウの輸出に天候と旺盛

な内需が影響    ＦｒｅｓｈＰｌａｚａ（２０２３年１１月２日） 

カリフォルニア州産ブドウの輸出シーズンは、まもなく

終わりを迎えるかもしれない。コーエン青果物販売会社

のブランドン・ルパート氏は、「これまでのところ必要なも

のは入手できているが、出荷量は大幅に減少している。

弊社では従来のように多くのブドウを探し回ってはいな

い」と言う。（以下「 」は同氏の発言） 

今シーズン、コーエン青果はカリフォルニア州からフィリ

ピンにブドウを出荷しているが、供給量が限られているこ

ととブドウの状態があまり良くないことから、タイ、シンガポ

ール、マレーシア、インドネシアなど他の輸出市場に

は出荷しないこととした。 

ブドウの供給量が減ったのは、８月のハリケーンヒラリ

ーの後である。「嵐に不意打ちされたような人が多い。

生産者は予報が出始めてから危険なことに気づき、嵐

の直前に多くのブドウを収穫して保管したと思う。それ

から１、２週間経つとその影響を感じ始め、それ以来

苦労している。」 

予想よりは良い 

そうは言っても、出荷シーズンは予想よりもわずかに

長くなるようである。「１、２か月前には今シーズンの先

行きがかなり暗く見え、人々はもっと早く終わらせたい

と思っていた。しかし、被害を受けたのはほとんどが収

穫できる状態の品種だったことから物事がうまく進ん

だ。晩生のブドウは成熟するのに十分な時間があり、

状態が良くなった。現状では、収穫できると思っていな

かった果実が良好になってきているので、できる限り

出荷シーズンを延ばすことができる。」 

同氏はこれまで直接輸入を扱っていない。しかし、カ

リフォルニア州産の出荷シーズンが終わると、取引先

は他の生産国からの輸入品を調達するよう同社に求

めてくるため、輸入品を扱うように戦略を変更する方向

に向かっている。 

品種については、コーエン青果は、かなりの量のレッ

ドグローブ、オータムロイヤルブラックシードレスのほ

か、アリソンとティムコレッドシードレスを出荷している

が、後者の品種は急速に減少している。緑色ブドウと

してはオータムキングがあるが、それも数日以内に終

わる。「これらの品種としては遅くなってきているし、難

しいシーズンだったので今が終わる時だ。」 

輸出需要は低い 

輸出向けの需要については、供給側の状況のため

に過去からの最低水準にある。ルパート氏は、通常は

週に２〜３コンテナを出荷するところであり、今は海外

での年末商戦のために週に６〜８コンテナを積み込み

始める時期であるのに、ほとんど何も積み込めない状

態だと指摘している。 

一方、動きがあるのは、カリフォルニア州産ブドウに

対する米国内の需要が強いため、価格が上昇してい

ることである。「供給量が少ないため、種なし赤ブドウ

品種がこの時期としては普通ありえない記録的な価格

で取引されている。黒ブドウ品種とレッドグローブ品種

については、例年と比べてかなり安定している。海外

向けの種無し赤ブドウは、販売先から値段が高すぎる

と言われているため仕入れることができない。」 

これらすべてのことにより、カリフォルニア州のブドウ

業界は将来の新しい可能性について考えを巡らせて

いる。「私が話し合った中で生産者達から得た感触

は、１億２,０００万箱のブドウを収穫しようとしていたシ

ーズンには、それが実際には業界に害を及ぼしてい

たことに気づいたということだ。ハリケーンで、彼らは確

かに多くのブドウとお金を失った。しかし、７,５００万箱
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から９,０００万箱のブドウしか栽培して

いないのに、作物の管理がはるかに容

易になり、より良い価格を得られること

がわかった。このことには、多分彼らは

それから学び、生産量を増やそうとして

毎年同じ状況 - 冷蔵倉庫が満杯にな

り、持って行く先がなく、価格が底値に

なる - に陥るよりも、管理しやすい出荷

量に戻るだろうという良い側面がある。

たまには、出荷量を減らして、そこで起

こっていることをよりよく把握するシーズ

ンがあっても良い。」 

アストリッド・ヴァン・デン・ブローク 

３．チリ産ブドウは世界市場の供給減

少で勢いを取り戻す   Ｔｈｅ Ｇｒａｐｅ 

Ｒｅｐｏｒｔｅｒ（２０２３年１１月２１日） 

チリ産ブドウの出荷シーズンが数週

間前に始まり、国の北部地域で最初に

収穫されている。現在の状況と今シー

ズンの予測について、本サイトは業界

の主要な関係者に話を聞いた。 

チリ果実協会（旧ＡＳＯＥＸ）のブドウ

委員会に所属するフルテラ アグアス ブ

ランカス社のカタリナ・コーエン営業販

売部長は、このセクターの出荷量を前

年比５.２％増の合計６,３００万箱と予測

していると述べた。 

ウヴァノーヴァ社のドラゴミール・ルブ

ティック副社長は、「今シーズンは幸先

の良いスタートを切っていると思う。 

５,７００万箱近くになると思うが、これは

予想の範囲内である。シーズンが非常

に良いものになるだろうという前向きの

期待はあるが、私は疑問を持ってい

る。それは、まだ長い道のりがあり、気

象に関連して大きく驚くようなことが起

こる可能性があるためだ」と付け加え

た。 

サブソール社のアンドロ・ヴィダル販

売部長は同様に、果実の品質は良好

であるとしつつ、「コピアポバレー地域

ではかなり生育が進んでおり、第Ⅲ州

（アタカマ州）ではずっと遅れていた昨

シーズンよりも約４週間進んでいる」と

述べた。 

フルテラ サンタマリア社のクリスチャ

ン・コルシーン統括部長は、昨年に比

べて１０日早くスタートを切るのを確認

することができたと述べ、「今のところ、

果実は良いようで、サイズは良好であ

る。植物体内では様々な生育段階が

観察され、数段階を経る必要があるた

め、収穫はゆっくりになる」と指摘した。 

新品種 

新しい品種については、ウヴァノ

ーヴァ社のラファエル・ドミンゲス社

長は、白ブドウ品種が好調だと言

い、「今シーズン弊社が取り扱って

いる主な白ブドウ品種は、オータム

クリスプ、スイートグローブ、ティンプ

ソン、アッラ１５及びアイボリーであ

る。赤ブドウ品種では、ティムコが後

退し、アリソンとスイートセレブレーシ

ョンが良い品種として定着した。風

味の面では、コットンキャンディー品

種は作るのが難しいが市場では非

常に人気がある。また、キャンディハ

ーツ、キャンディクランチなどの他の

品種にはニッチな需要がある」と述

べた。 

市場 

ドミンゲス社長の説明によると、米

国は通常、チリの生食用ブドウ出荷

の半分を占めており、最大の輸出市

場となっている。 

同社長は、「さらに、ペルーではハ

リケーンの影響で国内市場への供

給量が少なく、その結果２千万〜 

３千万箱減少すると見られる。これ

は間違いなく我々（チリ）にとって良

いことである。ペルーではまた、エル

ニーニョの影響でも出荷量が減り、

房の品質や果実の状態に影響が出

ている」と言う。 

ドラゴミール・ルブティック副社長

は、市場はかなり昨年と同様になり

そうだとして、「弊社の主な市場は、

引き続き米国及び極東であり、それ

よりも小規模ではあるがヨーロッパも

そうである」と述べた。 

今年は米国のブドウ生産量も減少

すると予測されており、カリフォルニ

ア州では３千万箱の減少が見込ま

れている。また、ペルーでは２８％の

下落が見られ、チリの生食用ブドウ

産業は勢いを取り戻すことを期待し

ている。 

コーエン氏は、これにより「チリ産

の果実が市場に届いて販売され、

過剰在庫を回避し、健全で安定した

価格を維持することができる。もう一

つのポイントとして、ペルーの出荷シ

ーズンが３月末から４月で終わるの

で、我々のチャンスになる期間が 

１か月半あることになる。チリは、品

質と新しい品種に支えられたそのブ

ランドで、自らを再配置しなければ

ならない」と述べた。 
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